
安曇野は快晴！！ 

6 月度ガイアエデュケーション  自然とつながる生き方 

 

アルプスの頂きには雪渓が見えます。シャンティクティに到着して部屋に入ると、廻りの

林から木の葉の風にそよぐ音が、ときには強く、また弱く、私たちの体を包み込みました。 

 

 

第 3回目は、自然とつながる生

き方というテーマで、安曇野シ

ャンティクティとシャロムコ

ミュニティに受け入れていた

だき、開催。40年に亘って、臼

井健二さんが取り組まれてき

た現地で、朋子さんやタミさん、

うたさん、若い人たちに案内を

いただきながら、「暮らし」を

体験させていただきました。 

 

（写真：左はアースバッグの家シュタイナー保育の園者になっている。右はシードバンク。屋根にキーホルダーガーデン。 

 



 

（写真：2日目。野草の観察と採集、きくいもの葉とふきを集めてカレーづくり。アースオーブンで、薪をくべる臼井さん） 

 

（写真左：エコフットプリントの講義と実習。空閑先生。  写真右：WSのグループ発表の様子） 

 

（写真左：モバイルハウス。写真右：：宇佐見博志氏による講義、グローバリゼーションと私たちの暮らしや生き方） 

 



（写真左：40年の歴史を持つ、シャロムコミュニティ外観。写真右：若者たちが運営するレストラン。ブランチ） 

 

 

また、セブンジェネレーションの宇佐見博志さんには、グローバリゼーションと私たちの

暮らしや生き方についての講座、横浜・洋光台から駆け付けてくださった戸谷浩隆さんに

は都会でのパーマカルチャー＝アーバンパーマカルチャーの実践例を紹介いただきました。 

暮らしを経験し、ワークショップをしながら、第 1 回、第 2 回で探究してきた、親しさで

つながって、安心の中で何でも話し合えるようなお互いになってきたことも、お互いに感

じ合った 2泊 3日でした。 

 （写真右：アーバンパーマカルチャー。横浜洋光台の取り組み、シェアハウス洋光台の様子） 

 

（写真：シャンティクティ、アースバック「ホビットハウス」はシュタイナー保育の子供たちの空間） 

 



～参加者の感想より～ 

安曇野の空、山脈、木々、鳥のさえずりなど自然がとても美しかったです。風と光と全てが一致し

ていて、その中に居るだけで、心が解放されました。又、シャロムの建物が素晴らしくて人のパワ

ーの大きさに感動でした。発言や発表は苦手ですが、以前よりも自然やいろいろな力の後押しで

言えるようになった気がします。 

自然や人など地球が共存、共鳴、調和しながら生きていくことが可能なのだと実感しました。又、

現在の生活現場では、これらは夢物語のような非現実的な空間であり、私には実現不能だと頭の

中ではぐるぐると回っていた想いが、今回ここで自分でもできるかもしれない、身近なことから小さ

なことでも楽しんでできることがある、それで良いのだと思えました。 

（40代女性、K.T.） 

  

 「自然とつながる生き方」というのは、自分に正直に生きることなのかなと思った。自然とつながる

ということは必ずしも心地の良いことだけではなく、時には苦しみを伴うこともある。痛いときは痛

い、楽しい時は楽しいとか、自分に嘘をつくことがないことが生きていく中で自然的だし、楽だと思

う。自分をごまかそうとするとどこかでバランス（調和）が乱れて病気になったり、体に異変が起き

たりする。人間は地球の縮図という言葉があるように、人間も自然そのものであって、人間（自分）

を理解していくことが地球を理解していくことにもなる。 

そこに自然と繋がることのヒントがたくさんある気がした。（20代男性、無記名） 

 

 

 

 


